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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人建材試験センター(JTCCM)及び財団

法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣及び国土交通大臣が制定した日本工業規格である。これによって

JIS A 1414:1994 は廃止され，その一部を分割して制定したこの規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣，国土交通大臣及び日本工業標準調査会は，

このような特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認に

ついて，責任をもたない。 

JIS A 1414 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS A 1414-1 第 1 部：通則 

JIS A 1414-2 第 2 部：力学特性に関する試験 

JIS A 1414-3 第 3 部：温湿度・水分に対する試験 

JIS A 1414-4 第 4 部：長期特性に関する試験 
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日本工業規格          JIS 
 A 1414-2：2010 
 

建築用パネルの性能試験方法－ 
第 2 部：力学特性に関する試験 

Performance test methods of panel components for building construction－

Part 2: Tests for mechanical properties 
 

1 適用範囲 

この規格は，建築物の壁，床，屋根などの部位を構成するパネル（以下，“建築用パネル”という。）及

びこれを面内方向に接合又は接続させた状態の力学特性に関する試験方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。 

これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 1414-1 建築用パネルの性能試験方法－第 1 部：通則 

JIS A 1518 ドアセットの砂袋による耐衝撃性試験方法 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS A 1414-1 によるほか，次による。 

3.1 

2 線荷重 

平面又は曲面の部材に作用する荷重の一つ。スパン方向の 2 か所の位置において，スパンの直交方向に

線状に均等に分布する荷重。 

3.2 

エアバッグ 

袋状の物質に空気を密閉したもので，ある程度の圧力に耐えられる。エアバッグが接触する面に均等な

圧力を与えられることが特徴。 

3.3 

ヨーク 

相対変位を測定するジグ。2 線（点）荷重による曲げ試験を行うときなどにおいて，当該ジグ支持点と

主としてその中央部との相対変位を測定する。 

3.4 

サンドイッチ系パネル 

主として防音・断熱性を期待して，薄い板と板との間に，発泡プラスチックなどの軽量多孔質の材料を

挟んだパネル。“フォームコアパネル”又は“断熱複合パネル”ともいう。 

 


